






まとめ 

1.母乳による哺育では,骨端の変化は軽度であるが,骨は細く非薄であり,しかも骨塩含量

の減少が著しくなる傾向にある。 

2.人工乳による哺育では,骨端の変化が強く,骨は細くはないが,骨髄質が広く,骨皮質が非

薄であり,しかも,骨塩含量の減少がみられる傾向にある。 

3.人工乳に Ca および Pを強化し哺育することにより,バランスの良い骨成長が得られる。 


